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〈書評論文〉

中国人お よび 日本人 をめ ぐるレイシズム

東 アジアの人々が 「黄人」になった経緯

Michael Keevak,

Becoming Yell ow: A Short History of R
(Princeton University Press,

acia 1 Thin

2011)
king

サ ン ドロ ヴ ィ ッチ ・テ ィム ー ル

1は じめに

本書の著者であるマイケル ・キーワック(以 下M.キ ーワック)は 現在、台湾国立大学

の外国語学部において教鞭を取 っている。彼が専門としているのは、1500-1900年 代のヨー

ロッパ とアジアの交流史、ルネサ ンスとバロック、そ して比較文学である。キーワックは

本書において、500点 を超 える文献 を参照 しなが ら、アジアに居住する民族が どの ような

歴史的お よび文化的な過程を経て 「黄人」mと なっていったのかを明らかにしようとして

いる。

その 「黄人」概念 に関 しては、現在 も特に何の疑 問も感 じず に使用する人が しば しばい

るように思われる。例 えば、 日本の教育現場の例が象徴的である。平成24年 度の地理お

よび世界史の教科書において もなお、「黄人」ではない にせ よ 「モ ンゴロイ ド」に関する

記述がみ られるほ どだ。出版社 によってはむろん記述 の仕方が異なるものの、「モ ンゴロ

イ ド」が 「ネグロイ ド」および 「コー カソイ ド」 と並んで紹介されている部分がある。

本書はそういった文脈において二つの重要な役割を果た しているこ とを強調 したい。一

m日 本 においては、「黄色人」もしくは 「黄色人種」のほうがなじみがあるように思われるが、本

稿では酒井直樹に習って 「黄人」を使うこととする。酒井は 「レイシズム ・スタディーズ序説』(鵜 飼ほか

2012)に おいて、ほかの人種 に関 して 「白入」や 「黒人」などが使われるのに応じて、アジアの民族に対

しても 「黄人」を使うべ きだと指摘する。
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つ 目は、「メインス トリーム」の レイシズム研究、例 えば αM.フ レ ドリクソンの 『人種

主義の歴 史』 のように白人、黒人、ユ ダヤ人の関係性 を中心 にレイシズムを描 くような研

究(Fredrickson2002)に おいて しば しば看過 されて きた歴史を検討す るこ とにある。 ま

た二つ 目は、「メインス トリームではない」領域 において 「メインス トリーム」の研究が

なされて きたのと同様の形で、人種概念が形成 された歴史を明 らかにすることである。

第3節 の考察で も詳 しく論 じるが、本書のアプローチはこうした長所 ばか りではない。

一つの短所 として、本書 の全体 としての枠組みがE.W:サ イー ドが提 唱 したオリエ ンタリ

ズム的なパラダイム(Said2003)か らそれほ ど離 れていない ことがあげ られ よう。

それでは、本書の内容紹介 に移 りたい。

2内 容紹介

本書 は、「は じめに」 と五つの章か ら成 り立 っている。本稿では、それぞれの章の内容

を要約 し、本書の考察にすすむ。

「は じめに」(「もはやホワイ トではない:19世 紀の黄色性の発明」)で は、著者が本書 を

著すことにいたった経緯や きっかけを明 らかに し、本書の構成および先行研究を紹介する。

西洋人が想像 ・創造す る東アジアの人々がなぜ、 どの時点で 「黄色 く」なったのか とい う

ことに対す る好奇心は、本書 を含む研究プロジェ ク トのは じま りであった。M.ポ ー ロを

はじめ として13世 紀のヨーロッパからアジアを訪問 した旅人の記録では、東 アジアの人々

は確実 に 「ホ ワイ ト」であった。それがいったいいつ変わったのか とい う問いは、著者の

出発点であると同時に彼が解 き明かそ うとしているものでもある。

本書の分析対象 となってい るのは、中国 と日本 のみであ る(2)。 中国 において 「黄色」

は歴史的に大変重要 な位置 を占める色であった。 なぜ な ら、それは中央の色、皇帝 の色、

土の色だからである。 しか し、19世 紀 までは東アジアの人の肌の色が 「黄色かった」 とい

う記録はない。それはむ しろ、19世 紀に入ってからレイシズムによって構築 された もので

ある(pp.2-7)。

ダ ンテ ・アリギエ リの 『神曲』「地獄篇」におけるサ タンの三つの顔 の色、および古代

エジプ トの墓か ら発掘 された絵 にふれなが ら、著者は19世 紀の時点で 「アジア人」=「 黄

人」 という連想 ができあがった過程 を明確にする。 アジァ人は、それ以前には 「白い」 と

(2〕著 者は、東アジアの中でも日本と中国のみを本書の分析対象に選定した理由に関しては、特に説

明していない。
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記述 されることもあった し、 また色が意識 されないことも多かった。その類の記録および

記述が第1章 にて詳細に分析 されてい く。

2-1第1章 「彼 らが黄 人になる前=初 期の旅行記お よび宣教師 日記 に見 る東アジアの

人 々」

アジアを訪れていた18世 紀末の ヨーロッパか らの旅人お よび宣教師 にとって、自分た

ち ヨーロッパ人 との差異のマー カーとして肌 の色はそれほど重要な位置 を占めていなかっ

た。M.ポ ーロ等の12世 紀末以降の旅行記において、日本および中国の人々が 「ホワイ ト」

("bianca")と して位置付け られたのは、いささか意外なことであった。現代でい うインド

周辺地域に居住 していた人々が、中世あた りから 「色をあびた」("tingedwithcolor")人

と呼ばれていたこ とを考慮す ると、東アジアの住民が 「ホワイ ト」 として区別 された原因

の一つは、イン ド地域 の人々 との対比にあったことが分かる。 もう一つの原因は、中国人

お よび 日本人が高 く発展 した文明を持つことが想定 されたことである(pp.23-8)。

日本の場合、 日本人 にキリス ト教の文明が受容されると見込まれたことが、例えば1552

年にフランシスコ ・ザ ビエルに よって 「ホワイ ト」 と呼ばれていた理由の一つであ った。

ここで はキ リス ト教 の受容が肌の色 と結びつけられているこ とがわか る。 しか しなが ら、

日本国内でキ リス ト教の宣教 師が弾圧な どを受けることになって、日本が事実上鎖国 した

のち、ヨーロッパにおける宣教師 日記の トーンも変化 し、日本人の肌の色 も 「茶色」になっ

た り 「オリーブ色」になった りしていた(pp.26-30)。

翻 って中国の場合、「ホワイ ト」 と呼ばれていたこ ともしば しばあったが、国の大 きさ、

地域的な特徴、国民のジェンダー、年齢、社会階級な どの差異か ら1600年 までに 「茶色」、

「赤色」、「黄褐色」("ta㎜y")、 「黒色」、「浅黒」("swarthy")と 呼ばれ、 それ以降の200

年あまりの間さらにさまざまな色の肌の民族 として位置付け られていた。また、1585年 に

J.メ ンドサの 研8'o加 …deZgrα ηr¢yπo鹿ZαC痂 παが出版 されると、それがい くつ もの

言語に翻訳 され、英語版では"blanco"(「 白」)お よび"rubio"(「 ルビー色」)が"yellow"(「 黄

色」)と して訳 され、中国人は北 ヨーロッパ人と同 じように肌色が薄い国民 として意識 さ

れた。 しか し、 ラテ ン語版 と ドイツ語版ではそれ らが"yellow"と 訳 され、中国の北の地域

(ドイツ人に似た、肌の色が 「黄色い」)人 と広東地域(も っと肌の色が濃 い、黄色い)人

とが区別 された。同 じ黄色で も後者が前者よ りも 「より黄色い」 とされていた。以上の よ

うに、中国および日本の住民は 「ホワイ ト」ではな くなっていった(pp.31-5)。
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2-2第II章 「黄人の分類:18世 紀 におけるリンネ、ブルーメンバッハ、そして 『モンゴル』

人種の創造」

本章の冒頭で著者 は、東アジアの人々を 「黄色い」 と呼ぶ ことについて、彼 らはアフリ

カの人々ほど皮膚の色が濃い人ではなかったが 「白い」人 として認識 されることも同時に

で きな くなったと第1章 の内容 を要約 している。そ して、「黄色い」 アジア人の分類の系

譜 をC.リ ンネお よびJ,Eブ ルーメンバ ッハの人種分類 を中心に説明 し、人種分類の議論

を明 らかに している。1684年 のEベ ルニエの分類においてイ ンドの民族が 「黄色かった」

こと、リンネによってホモ・サ ピエ ンスに四つの色が与 えられたこと、さらにアジアの人々

の 「黄色 さ」が変化 したこ と、「善良」("good")お よび 「悪質」("bad")な 黄色い人種が

議論されたこともあげ られる(pp.43-57)。

リンネの主な関心 は、世界を体系化することにあ り、その関心にそ って彼は自然界の分

類 を試みた。彼は1735年 に出版 された 『自然の体系』 において、動物界の トップにホモ ・

サピエ ンスを置 き、ホモ ・サピエ ンスを地理的な分布および色に よって四つの種 に分類 し

た。それ らはす なわち 「白っぽいヨーロッパ人」、「赤っぽいアメリカ人」、「茶色い(暗 い)

アジア人」お よび 「黒いアフリカ人」 という四つであった。 アジアのルsc粥(ラ テン語で

「茶色い」「暗い」)に 関 しては、1758-59年 に出版 された第10版 においてZπr`伽s(「 黄色」、

「淡黄色」 など)に 置 き換えられた(pp.51-2)。

上記のような過程 を経て、18世 紀末には肌色ではな く、頭蓋骨の形 に重点 をおいていた

ブルーメ ンバ ッハによる人種 の五分類が提唱 されることとなった。それはすなわち、 ヨー

ロッパ、西 アジア、 シベ リアと北米の一部 に住 む人 々(「 だいたいわれわれ と同様の格好

を している もの」=「 コーカシアン」)、アジアの残 りの地域 に住 む人々(ルsc旺 「暗い」]

もの ニ 「モ ンゴリアン」)、そ してアフリカ(=「 エチオピアン」)と 北米(=「 アメ リカン」)

に住む人々である。後に、南太平洋に住む人々(`漉 θπsθル8c旺 「極めて暗い」]も の=「 マ

ライカ ン」)が 分類 に加 えられた。ここで興味深いのは、色が当て られたのはアジアと南

太平洋の人々のみであった点だろう。 また、ブルーメンバ ッハの分類 においてはじめて 「退

化」 という概念が強調 された(pp.57-62)。

その後、頭蓋骨 の測定による人種分類が方法 として定着 した。 さらに、その分類 に基づ

いて 「東洋か ら来た黄色い人」像が構築 された と著者は主張 している。

2-3第lll章 「19世 紀の人類学と、『モンゴリアン色』の測定」

第III章 では、モ ンゴリア ンの肌の色が測定 されるようになる過程が明 らか にされてい

る。19世 紀のは じめ頃には、人種は気候 もしくは文化的実践 によって変容する ものではな
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く、 もっと永続的で生物学的に規定 されるもの と考え られるようになった。

そうした コンテキス トの中、著者が前章で見て きたように、ブルーメ ンバ ッハが提唱 し

た五つの人種 カテ ゴリーにおいては 「モ ンゴリアン」お よび 「エチオピア ン」が ヨーロッ

パの理想か ら一番かけはなれていた。 この ような考えが19世 紀 初頭 にキュビエによって

継承 ・簡略化 され、白色=コ ーカサス、黄色=モ ンゴリア ン、および黒色 二エチオピアン

という人種の三分類が生 まれた。モ ンゴル人種が ちょうどコーカサスお よびエチオピアン

の中間的な位置づ けになった(pp.77-8)。 そ うした分類の延長線 として、「白色」が 「色

の無 さ」 として位置付 け られ、「ア ジアの黄色 いモ ンゴル」がヒエ ラルキーの下か ら二番

目の ところに位置付け られた。

人種の分類に関する議論 などを経て、19世 紀の人類学が頭蓋骨比較お よび肌色の測定と

いう 「新 しい段階」にいたったのである。特 に有名なのは医学者のPPブ ローカで、彼

は文明化 されていない土地に旅する人々のためのガイ ドとして、 目の色 を測定するための

20色 の円と、肌および髪の色 を計 るための34色 の長方形の表 を作成 した(pp.83-6)。

肌色の測定過程のもっ とも奇妙な もの として、子供の遊 び道具であった 「カラー ・トッ

プ」(3)が19世 紀末から20世 紀初頭 に肌色の測定に使われるようになった事実があげ られ

る(pp.89-100)。

2-4第 ・IV章 「19世 紀の医学における東 アジアの人々の身体:蒙 古農、蒙古斑 およびモ

ンゴ リズム」

著者 は本章において、モ ンゴル人種 に特徴的 だと思 われていた身体上の特性 にふれる。

それは、「蒙古襲」("Mongolianeyefbld")、 「蒙古斑」("Mongolianspot")お よび 「ダウ

ン症候群」("Mongolism")で ある。

それら3点 の特性 は、モンゴロイ ド人種 によく見 られ、白色人種にはなかなか見 られな

いと主張す る研究が、19世 紀か ら20世 紀の前半には多数なされて きた。 しか し実際は、3

点とも、モ ンゴル人種 に特有の ものであるという明 らかな科学的な証拠 は確認 されず、本

書ではそれらが西洋か ら見る東アジアの言説の中で使用されていたことが強調 される。

東洋の人 々は 「目が小 さい」 という発想 自体は三つの特性 の中でももっとも古 く、16世

紀の旅行記においてはすで にそのような記述がある。 しか しなが ら、「蒙古襲」 とい うの

はどちらか と言えば目のサイズではな くまぶたの位置が重要 となって くるもので、19世 紀

{3)学校で子供たちに色の組み合わせのパターンを教えるために、19世 紀に考えられたおもちゃであ

る。真ん中に軸となる木製の棒があって、それにさまざま厚紙(木 製)の 円盤がつけられ、それらを重ね

合わせることで色の組み合わせの勉強ができるようになっている。
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になってPEB.フ ォン ・シーボル トが編集 した百科事典において、斜め になったまぶた

とモ ンゴロイ ド人種が関連づけられたのである。そ して、それが次第に 「上の」人種が発

達の過程において通過す るものとして位置づ けられ、発達の 「エラー」お よび 「余分 な」

皮膚などと論 じられた(pp.101-7)。

「蒙古斑」は、19世 紀の後半にお雇い外国人 として日本に招待 されたE.フ ォン ・ベルッ

が作 った概念で、生 まれて くるすべての 日本人の赤 ちゃんに見 られる もの と指摘 された(p.

108)。 事例数こそ少 ないが、蒙古斑が ヨーロッパの赤 ちゃんの間で も見 られ るとい う知見

が蓄積 されていって も、ベルツが 自身の主張を変えることはなか った。 また、ここでも差

異を特定す ることではな く、差異の解釈の仕方 にこそ問題があった とキーワックは指摘す

る(pp.108-13)。

「ダウ ン症候群」の別の名称である 「モ ンゴリズム」は、イギ リスの よ ダウンが使った

ものである。彼 は、「ダウン症候群」にかかった患者たちを分類す る中で、ブルーメ ンバ ッ

ハが使 った人種 の四 タイプを採用 した。その中で は、「モ ンゴロイ ド」 に似てい る患者た

ちが 「退化」段 階におかれていた人たちであった。そのあ と様々な議論がされたが、ダウ

ン症患者が 「モ ンゴロイ ド」に似 ているとい う記述 について疑問の声 をあげる者はいなかっ

た(p.121)。

2-5第V章 「黄禍論=『 極東 モンゴリア ン』の脅威,1895-1920」

本章では、「黄禍論」言説が形成、発展 された経緯が 明らかにされる とともに、中国お

よび日本における 「黄人」像 の受容 に焦点が当てられる。

1870年 代 まで には 中国が 「黄色 い脅威」("yellowterror")と 呼 ばれ る ように な り、

1877年 にはモ ンゴロイ ドの 「黄色い人種」が世界人口の44%を しめてい るなどと恐怖心

をあお るような指摘 もあった。そ して、「黄色い恐怖」("yellowperil")自 体 はヴィルヘル

ム2世 が描いた絵画 につけ られたタイ トルであった(pp.125-7)。

中国では以前か ら 「黄色」が皇帝の色 として考え られ、国民 にとって馴染みのある色で

はあったが、西洋の 「肌 の色」解釈ではなかなか使用 されて こなかった。西洋のレイシズ

ムによって与 えられた 「黄色」 という人種概念 と、黄色 を高貴な色 とする中国の世界観 と

が結びつ き、色 に関す る独 自の解釈 も生まれた。た とえば、20世 紀初頭 の中国において、

西洋の 「銀色の人々」 に対 して優位である 「金色の人々」 とい う言説や中国の栄光お よび

優位性 としての 「黄禍論」の位置づ け(p.130)の 試みがあ った。 また、中国国内の民族

の文明化の レベル、あるいは外国の民族 を描写するため に、「黄色」が比較的ニュー トラ

ルな意味合いで使 われていた(p.133)。
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一方 日本に関 して言 えば、「黄」 ラベルの受容に対 して恨みの気持 ちが込 められる場合

が多かった。その原因 として、西洋によって中国と一緒 にされた くなか ったことや、「黄」

とは日本の帝国 としての野望 を羨 んでいる西洋の国々において作 られた概念だ とされたこ

と、他のアジアの国々よ り文明化 されている国であると考え られていたことなどがあげら

れている(pp.134-5)。 同時 に、1904年 には西洋の レイシズムに対抗するために、 日本人

は黄色の肌 と白い心を持 っている と主張する人もあったほど、肌 の色に意味を付与するよ

うなレイシズム的発想 その ものは 日本国内の言説の一部 になっていた。 アジア全域 に社会

的および経済的な希望を もた らしうる 「黄色 い希望」("yellowhope")と いう日本の肯定

的な表象 もあった。

本章末には 「黄人」概念が第二次世界大戦後にもいかに長い間使 われていたか というこ

とが強調される。例 えば、「人種問題」 と題 した1950年 のユネスコ宣言では、人種概念 と

それに付随するヒエラルキーの神話性 を取 りのぞ くことが 目標 として掲げ られたはずであ

るが、「モ ンゴロイ ド」、「ネグロイ ド」、「コーカサス」 を 「ほとん どの人類学者が合意す

る三つの分類」 として定義 していた。 さらに、モ ンゴロイ ドに関 しては1952年 にユ ネス

コによって発行 された 『人種 とは何 か』 とい う小冊子 において、「北東 アジアでは肌が黄

色い人々がいる」 と主張 され、「モ ンゴロイ ド」の肌色 は 「淡黄色か ら黄褐色」で、「赤褐

色 もたまに見 られる」 とあった(pp.141-2)。

「黄色」 という概念が他 の色 よ りも捨 てが たか った ことのもう一つ の例があげ られる。

1968年 に出版 された一般民俗学 に関する著書、翫cッcJqρθd詑deJαPZθめdεにおいて、H.V:

ヴ ァロワが人類を分類す るカテゴリー として 「白」「黒」お よび 「黄」を強調 し、「白」お

よび 「黒」が近似的な表現にす ぎないと述べた後、中国および中央 アジアの民族 を含む 「中

央モンゴル人種」 では 「黄人の特徴がはっきりと見 え、肌の黄色い トー ンが もっとも顕著

である」 と締め くくった(p.142)。

3考 察

本節では、本書 に対 して2点 に分けて考察す る。すなわち、まず東アジアにおける 「黄人」

概念の受容 について本書 の議論が不十分であるこ とを述べ、次に、本書 はE.サ イー ドが

提唱 した 「オリエ ンタリズム」か らそれほど離れていない点 にふれる。

3-1東 アジアにおける 「黄人」概念の受容

M.キ ーワ ックの場合、彼 も本書の中で認めているとお り、分析の対象 となっている二 ヵ
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国における 「黄人」イメージの受容に関して、それほど詳 しく論 じられていない点が課題

として残 されている。次節で もふれることになるが、それはもしかす るとE.サ イー ドの『オ

リエ ンタリズム』 にも見 られ るような 「権力 関係」、あるいは 「力 関係」に近い意識が背

景にあることに起因 しているのかもしれない。

2-5節 でふれた中国および 日本 における 「黄人」概念の受容に関 しては、た とえば次の

ように共通点を見出す ことができる。すなわち、 コンテキス トがやや異なっていたにもか

かわ らず、 どちらの国においても西洋のレイシズム的な考え方 をある程度受け入れて吟味

してか ら、国民が納得のい くように、中国人 もしくは 日本人にとって有利な形で位置づ け

る議論が生 まれていた と言える。その点 に関 しては、これか らもさらに詳 しい研究 を行 う

意義があるだろう。

なぜな らば、表象 と権力に注 目するような社会科学的研究 において、「表象す る側」・「眼

差す側」 にどうして も注意が向け られるのは、理解 に苦 しむわけではないが、「表象 され

る側」・「眼差 される側」における言説や言論にも目を向ける必要があるように思われるか

らである。

そのようなスタンスに基づいて、 日本お よび中国、そ してそれ以外のアジアの国々にお

ける 「黄人」概念の受容お よび変容 を明らかにすることが重要な課題 となって くるが、そ

れと同時 に東 アジアの国々におけるそのイメー ジの比較研 究、お よび 「白人」概念の変容

の究明もこれか らの レイシズム研究に とってや らなければな らない問題の一つでもある。

3-2「 黄人のアジアの民族 を見 る西洋」パラダイムに関 して記述することの限定性

前節で述べた とお り、本書のアプローチ自体 はある種の 「オリエ ンタリズム」的な眼差

し(4)の 例 として位置付 けられるか もしれない。なぜならば、本書で注 目されている 「黄人」

概 念は、本書の内容紹介 でも明 らかにしたように、東アジアの人々の肌色が 「実際に」黄

色かったか ら 「黄色 く」記述されるようになったのではな く、 むしろヨーロッパにおける

人種概念形成および人種分類などの過程 において、便宜的につけ られた ものだからである。

あるいは、ヨーロッパ人 を 「白く」するために、そのように記述 されは じめたのか もしれ

ない。

本書 は、「黄人」概念 を詳細 に分析 し、それがで きあがった過程 などに焦点 を当てるこ

とで、表象の権力性 を批判的に分析 しているように見受け られるか もしれない。 しか しな

〔のここでいう 「オリエンタリズム」的な眼差 しとは、「西洋が表象する東洋」という意味合いにお

いて使用する。
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が ら、主に西洋で著 された文献の検討 に基づいて、東 アジアの人々に対す る眼差 しの変遷

に関す る分析 を行 うことは、視点 を変 えれば西洋が東洋 を見 るパラダイムのフレームを脱

け出ていない ともいえるだろう。換言すれば、 レイシズムの言説の中で構築 されてきた概

念の分析 において重要 となって くるのは、その概念の形成過程が明らかにされたこと自体

よりむ しろ、その概念の分析がそのようなスタンスで行われてきたことのほうである。

筆者はM.キ ーワ ックの成 し遂 げた偉大な仕事を過小評価するつ もりはない。本書の長

所 を認めなが ら、著者の研究対象の選択に注 目したい。彼が、東 アジアにおける 「白人」

概念の形成お よび変容ではなく、主にヨーロッパ における 「黄 人」概念を考察の対象 にし

たという、その研究対象選択そのものが、大 きく見れば 「オリエンタリズム」の枠組みの

中で行われた ものだ と主張するこ とがで きる。換言すれば、M.キ ーワ ックが試みた 「オ

リエ ンタリズム」の 「西洋が表象する東洋」の権力関係の中で、中国人および日本人を対

象 にして形成 された 「黄人」概念分析 を行 う行為 自体が、「オリエ ンタリズム」的な枠組

みとはそれほ ど距離 をとっていない、 とい うのが本節の主な主張である。

4お わ りに

ここまで、本書 を考察 して きたが、本稿の最後に本書が出版 された意義お よびそれが担

う役割に関して簡単 に追記 してお こう。東 アジアの民族を対象 にしたレイシズムの問題が

議論 されている点に関 しては、本書 は大変重要な役割 を果た しているように考え られ る。

また、「黄人」概念の形成、発展過程お よびそれに伴 う歴史的 な描写 などにおいては、本

書は レイシズム研究者だけでな く、一般の読者に も大変有意義かつ示唆 に富んだ指摘 を与

えて くれることが確かである。

同時 に、著者の関心は 「黄人」概 念の形成過程 を明 らかにすること自体 に焦点化 され過

ぎているように思われる。M.キ ーワックが本書の執筆で成 し遂げ ようとしたことがそれ

のみだ と考える と、本書か ら得 られた知識を手に入れ我 々が見る世界がどのように変わっ

てい くのか。あるいは、世界その ものが変わるのではな く、われわれがそれに向ける眼差

しそのものがいかに変わってい くのかが課題 となって くるだろう。

その変わってい く眼差には、「色」のついていない世界観 に基づ きなが ら 「表象 される」

側 における 「表象する」側のイメー ジに焦点 を当て、検討することも含 まれるであろう。

それは、本書 を講読 し筆者が考 えた一つのパースペ クティブにす ぎないが、これからそれ

をベースに した研究が さらに増 えてい くことを期待 したい。
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